
市政について 一般質問から市政について 一般質問から

▲映像のまち構想の 
　グランドデザイン 

▲市職員によるハウス撤去支援隊 

問 

問 

問 

足利市議会だより 

一
般
質
問
の
項
目 

6

横
山
　
育
男
　
議
員 

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

・
就
任
後
の
所
見
と
今
後
の
市
政
運
営 

○
「
映
像
の
ま
ち
」
構
想
に
つ
い
て 

・
市
長
の
思
い
描
く「
映
像
の
ま
ち
」像 

・「
映
像
の
ま
ち
」構
築
に
向
け
た
足
利

市
と
し
て
の
関
わ
り
方
、
整
備
計
画 

○
足
利
市
立
中
学
校
生
徒
の
就
労
に
係
る

死
亡
事
故
に
関
す
る
第
三
者
調
査
委
員

会
に
つ
い
て 

・
現
在
の
調
査
経
過 

○
消
防
行
政
に
つ
い
て 

・
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
利
便
性 

・
消
防
行
政
に
お
け
る
今
後
の
整
備
計
画 

 

尾
関
　
栄
子
　
議
員 

○
足
利
市
の
産
業
を
支
え
る
施
策
に
つ
い
て 

・
雪
害
対
策 

・
農
業
者
を
含
む
中
小
企
業
対
策 

○
安
心
し
て
過
ご
せ
る
医
療
・
介
護
保
障 

の
た
め
に 

・
介
護
保
険
制
度
の
改
正
案 

○
教
育
基
本
法
の
原
点
に
つ
い
て 

・
教
育
委
員
会
制
度
改
革 

・
小
規
模
特
認
校 

○
議
案
第
２
号
　
足
利
市
事
務
分
掌
条
例

等
の
改
正
に
つ
い
て 

○
議
案
第
７
号
　
消
費
税
法
等
の
改
正
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て 

     
尾関 栄子 
 議 員 

問 問 

平成２６年５月１日発行 第３２８号 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長

市
　
長 

市
　
長 

産
業
観
光
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

都
市
建
設
部
長 

政
策
推
進
部
長 

政
策
推
進
部
長 

政
策
推
進
部
長 

市
長
・
政
策
推
進
部
長
・
福
祉
部
長 

政
策
推
進
部
長
・
福
祉
部
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長

市
　
長 

市
　
長 

消
防
長 

教
育
次
長 

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長 

生
活
環
境
部
長 

横山 育男 
議 員 

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長 

都
市
建
設
部
長 

教
育
次
長 

総
務
部
長 

あ
ぶ
と
う
ば
し 

あ
ぶ 

と
う  

ば
し 

　
猿
田
町
と
山
川
町
を
結
ぶ
袋
川
に

架
か
っ
て
い
た
油
藤
橋
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
長
年
の
懸
案
事
項
に
な
っ
て
い
た
。

地
元
と
の
協
議
が
完
了
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、今
日
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
当
た
り
地
元
の
対
策
協
議

会
と
締
結
し
た
協
定
の
中
に
、
油
藤
橋
の

架
替
え
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
び
山
川

町
金
吾
塚
地
区
環
境
保
全
協
議
会
を
は
じ

め
、
自
治
会
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
を
い

た
だ
き
、
架
替
え
の
代
替
案
と
し
て
、
猿

田
公
園
及
び
山
川
橋
本
通
り
に
駐
車
場
を

新
設
す
る
こ
と
で
協
議
が
整
い
、
平
成

26
年
度
予
算
で
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
問
う
！ 

     

　
市
長
就
任
後
約
１
年
が
経
過
す
る

が
、
民
間
出
身
の
市
長
の
目
か
ら
見

た
率
直
な
所
見
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
4

月
よ
り
人
事
、
予
算
を
含
め
た
本
格
的
な

和
泉
市
政
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
和
泉
カ

ラ
ー
と
し
て
の
特
色
を
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
就
任
前
の
新
聞
記
者
時
代
に

取
材
を
通
じ
て
見
て
き
た
こ
と
は
、
全
体

の
ご
く
ご
く
一
部
で
あ
る
と
市
長
に
な
っ

て
か
ら
気
づ
か
さ
れ
た
。
市
長
と
い
う
仕

事
は
重
責
で
困
難
を
伴
う
職
務
で
あ
る
だ

け
に
そ
の
分
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
市

政
運
営
に
つ
い
て
は
、
私
の
信
念
で
あ
る

「
足
利
に
元
気
を
取
り
戻
し
た
い
」
と
い

う
思
い
を
進
め
る
た
め
「
市
民
マ
イ
ン
ド
・

輝
き
予
算
」
と
銘
打
っ
た
予
算
と
大
規
模

な
組
織
改
正
を
行
っ
た
。 

　「
映
像
の
ま
ち
」
は
、
久
し
ぶ
り

に
本
市
に
夢
と
希
望
を
も
た
ら
す
期

待
大
の
構
想
で
あ
る
。
市
長
の
思
い
描
く

「
映
像
の
ま
ち
」
像
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
足
利
市
を
映
像
産
業
の
集
積

基
地
と
し
、
そ
の
核
と
な
る
の
が
ア
ジ
ア

最
大
級
の
撮
影
ス
タ
ジ
オ
の
誘
致
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
り
、
映
像
制
作
関
係
者
や
関
連 

企
業
が
本
市
に
集
ま
り
、
地
場
産
業
を
活 

性
化
さ
せ
、
新
し
い
雇
用
を
生
み
出
し
て 

い
き
た
い
。
そ
し
て
、
中
心
市
街
地
の
活 

性
化
と
観
光
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。 

 

た
び
重
な
る
大
雪
被
害
に
対
し
て 

　
農
業
者
の
立
場
に
立
っ
た
施
策
を
！ 

     

　
国
・
県
の
あ
ら
ゆ
る
制
度
や
支
援

策
を
活
用
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十

分
な
と
こ
ろ
を
市
の
支
援
で
補
い
、
営
農

で
き
る
よ
う
に
個
々
の
農
業
者
に
応
じ
た

対
策
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
本
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、

市
職
員
に
よ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
撤
去

作
業
の
支
援
や
、
排
出
さ
れ
る
廃
ビ
ニ
ー

ル
等
の
処
分
費
全
額
を
負
担
す
る
。
ま
た
、

農
畜
産
廃
棄
物
の
処
理
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
助
成
す
る
。
今
後
も
営
農
継
続
が

図
れ
る
よ
う
国
・
県
さ
ら
に
Ｊ
Ａ
と
連
携

し
営
農
支
援
に
努
め
て
い
く
。
　
　
　 

　
円
安
は
、
原
材
料
費
や
燃
料
費
の

値
上
が
り
で
農
業
者
を
は
じ
め
中
小

業
者
の
経
営
状
況
を
ひ
っ
迫
さ
せ
て
い
る
。

高
騰
す
る
燃
料
費
（
ガ
ス
・
重
油
・
軽
油
・

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
）
値
上
が
り
分
の
差
額
を

市
が
補
助
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 



市政について 一般質問から市政について 一般質問から
▲樺崎八幡宮本殿 

▲消火器等取扱訓練の様子 

問 問 

問 

足利市議会だより 

一
般
質
問
の
項
目 

7

小
林
　
克
之
　
議
員 

○
平
成
26
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
足
利

再
生
に
向
け
た
重
点
施
策 

・
新
産
業
用
地
開
発
事
業 

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業 

・
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
再
生
計
画
策
定
事
業 

・
樺
崎
寺
跡
保
存
整
備
事
業 

・
屋
内
子
ど
も
遊
び
場
事
業 

○
区
画
整
理
事
業 

・
山
辺
西
部
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業 

・
山
辺
西
部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業 

 

吉
田
　
晴
信
　
議
員 

○
文
化
行
政
に
つ
い
て 

・
足
利
に
と
っ
て
の
「
文
化
」 

・
文
化
庁
へ
の
助
成
申
請
状
況 

・
文
化
資
源
活
用
条
例
の
制
定 

○
災
害
対
策
に
つ
い
て 

・
近
年
続
い
て
い
る
異
常
気
象
へ
の
対
応 

 

栗
原
　
　
収
　
議
員 

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

・
平
成
26
年
度
行
政
組
織
の
改
正 

・
平
成
26
・
27
年
度
実
施
計
画 

・
平
成
26
年
度
歳
入
歳
出
予
算 

・
外
郭
団
体
の
適
正
運
営 

○
公
共
事
業
に
つ
い
て 

・
公
共
事
業
発
注
の
あ
り
方 

○
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て 

・
今
回
の
降
雪
か
ら
考
察
す
る
地
域
防

災
計
画
の
有
効
性 

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
支
援
の

拡
大 

○
農
業
行
政
に
つ
い
て 

・
農
地
の
有
効
活
用 

問 問 

平成２６年５月１日発行 第３２８号 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

産
業
観
光
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

都
市
建
設
部
長 

政
策
推
進
部
長 

政
策
推
進
部
長 

政
策
推
進
部
長 

市
長
・
政
策
推
進
部
長
・
福
祉
部
長 

政
策
推
進
部
長
・
福
祉
部
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

消
防
長 

教
育
次
長 

生
活
環
境
部
長 

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長 

都
市
建
設
部
長

都
市
建
設
部
長 

都
市
建
設
部
長 

小林 克之 
議 員 

吉田 晴信 
議 員 

教
育
次
長

教
育
次
長 

教
育
次
長 

総
務
部
長

総
務
部
長 

総
務
部
長 

栗原 　収 
議 員 

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
農
業
に
お
け

る
燃
油
価
格
の
高
騰
対
策
が
平
成
24
年

度
か
ら
国
の
補
助
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
農
業
用
機
械
等
に
使
用
す

る
軽
油
に
つ
い
て
は
、
免
税
証
の
交
付
の

手
続
き
に
よ
り
、
軽
油
引
取
税
が
免
除
さ

れ
る
。
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
改

善
支
援
等
や
国
・
県
に
よ
る
各
種
支
援
制

度
を
有
効
活
用
す
る
よ
う
関
係
機
関
と
連

携
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。 

 

樺
崎
寺
跡
保
存
整
備
事
業
と
観
光
施
策
！ 

     

　
樺
崎
寺
跡
保
存
整
備
事
業
を
進
め

樺
崎
寺
跡
を
観
光
の
拠
点
と
し
て
、

鑁
阿
寺
や
足
利
学
校
と
連
携
す
る
こ
と
で

活
性
化
を
図
り
、
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
国
指
定
史
跡
で
あ
る

樺
崎
寺
跡
に
つ
い
て
、
史
実
に
基
づ
く
ス

ト
ー
リ
ー
を
整
理
し
、
市
全
体
の
歴
史
と

し
て
の
物
語
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
足

利
氏
ゆ
か
り
の
社
寺
や
歴
史
施
設
と
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
資
源
と
し
て
魅

力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。 

　
山
辺
西
部
第
一
土
地
区
画
整
理
事

業
の
平
成
26
年
度
事
業
費
で
14
戸

が
家
屋
移
転
す
る
計
画
だ
が
、
平
成
27

年
度
以
降
の
計
画
と
完
成
年
度
の
予
定
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
26
年
度
は
、

野
州
山
辺
駅
北
側
の
家
屋
移
転
14
戸
、

区
画
道
路
440
メ
ー
ト
ル
、
駅
前
広
場
整

備
を
予
定
し
て
い
る
。
残
事
業
と
し
て
家

屋
移
転
が
42
戸
、
道
路
整
備
が
約
３
千

400
メ
ー
ト
ル
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
移
転
、

整
備
を
積
極
的
に
行
い
、
事
業
認
可
期
限

で
あ
る
平
成
33
年
度
を
目
途
に
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。 

 「
文
化
資
源
活
用
条
例
」
の
制
定
を
！ 

     

　
こ
れ
ま
で
文
化
に
関
連
す
る
条
例

は
、
国
法
に
の
っ
と
り
縦
割
り
的
に 

制
定
さ
れ
て
い
る
。「
映
像
の
ま
ち
」
構

想
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
足
利
市
の
多

様
な
文
化
資
源
を
横
断
的
に
結
び
つ
け
る

条
例
を
制
定
で
き
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
　
本
市
の
特
色
あ
る
文
化
資

源
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

そ
れ
を
「
映
像
の
ま
ち
」
構
想
の
推
進
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
は
、
共
通
の
思
い
で

あ
る
。
文
化
芸
術
だ
け
で
な
く
産
業
の
振

興
、
地
域
の
活
性
化
等
、
幅
広
い
要
素
を

含
ん
で
い
る
の
で
、
文
化
資
源
活
用
条
例

に
つ
い
て
は
、
そ
の
手
法
を
含
め
、
今
後

十
分
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

　
自
主
防
災
会
で
行
っ
て
い
る
防
災

訓
練
は
、
避
難
訓
練
や
消
火
訓
練
な

ど
災
害
発
生
後
の
訓
練
で
あ
り
、
災
害
が

起
こ
る
前
、
い
わ
ゆ
る
予
防
段
階
の
啓
発

に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
市
民
の
予
防
意
識
を
高
め
、
事
前

対
策
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
研
修
や
訓
練
等
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
減
災
と
い
う
観
点
か
ら
、

個
々
人
で
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
認
識
し
、

家
具
転
倒
な
ど
事

前
の
対
策
を
取
る

こ
と
は
、
重
要
と

考
え
る
。
地
域
の

リ
ス
ク
を
確
認
し

な
が
ら
災
害
時
の

行
動
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
災
害
図
上
訓

練
等
を
自
主
防
災

会
と
協
力
し
て
実

施
し
て
い
き
た
い
。 

 

公
共
事
業
発
注
は
市
内
企
業
に
！ 

     
　
足
利
再
生
プ
ラ
ン
に
「
市
内
で
で

き
る
公
共
事
業
は
市
内
に
発
注
」
と

掲
げ
る
が
、
こ
の
意
向
を
推
進
す
る
た
め

に
、
現
行
制
度
の
中
で
ど
う
い
っ
た
方
針

の
も
と
で
実
施
し
て
い
く
の
か
。 


